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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、東アジアにおいて「出生前遺伝学的検査」が各社会にどのように導
入され、普及されてきたのかについて国際比較を行い、「出生前遺伝学的検査」の受容過程を明きからにするこ
とである。そのために、各社会の主な新聞等の言説分析、検査の規制側、提供側、利用側へのインタビュー調査
を実施した。その結果、韓国、台湾では、「出生前遺伝学的検査」は、抵抗なく「新技術」として積極的な受容
が見られた。日本では、受検について慎重な議論が行われ、葛藤を抱きながらも受容されつつある。これらの背
景には、政策、社会的言説、ジェンダー役割などが深く関わっており、受検や障がいに関する正確な情報発信の
あり方が課題となった。

研究成果の概要（英文）：This study aims to compare how 'prenatal genetic testing' has been 
introduced and became common practice in East Asian societies and to elucidate the points of view 
for the acceptance process of 'prenatal genetic testing'. For that purpose, this study's methodology
 analyzes the discourse of newspapers, interviews of those who control the testing, those who 
provide it, and the users in each society. As a result, in South Korea and Taiwan, ‘prenatal 
genetic testing’ has been willingly accepted as a ‘new technology’. However, in Japan, the 
testing has been debated carefully, and with some conflicts, it is slowly being accepted. In the 
background of these reactions there are a number of complex factors which are deeply involved such 
as, social discourse, national policies, and gender roles. These findings show that it would be 
essential to disseminate accurate information about taking the test and correct information on 
disabilities.

研究分野：文化人類学、生命倫理、ジェンダー
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１．研究開始当初の背景 

近年、人を対象とした「遺伝子検査」技術

の急速な発展は、その応用範囲が多様化して

おり、人胚や胎児を対象とした検査も社会に

普及してきている。2012 年からアメリカでサ

ービスが本格的に開始された「無侵襲的出生

前遺伝学的検査（non-invasive prenatal 

genetic testing; NIPT、以下、NIPT）」は、

日本でも 2013 年 4月から臨床研究として実

施している。この検査は、母体血を用いて胎

児由来の遺伝子を調べることで染色体異常

（21 トリソミー、18 トリソミー、13 トリソ

ミー）を調べる非侵襲的検査である。この検

査をめぐって、マスコミなどを中心に「安全

性」、「正確性」、「ダウン症」などの言葉とと

もに誤解を含んだままの情報発信がされ、日

本産科婦人科学会では、「母胎血を用いた出

生前遺伝学的検査に関する検討委員会」を立

ち上げ、慎重に議論を進めた。このような新

しい「遺伝子検査」サービスの登場は、一般

の人々（利用者側）には、その詳細や意味を

理解することが難しい。そのため、サービス

提供側は、検査結果の意味をどう伝え、どう

フォローしていくべきなのかという、差し迫

った諸問題が突きつけられている。 

 

２．研究の目的 

本研究では、東アジア、とりわけ、日本、

韓国、台湾において、「出生前遺伝学的検査」

がどのように導入され、受容しているのかに

ついて、社会的背景を踏まえて比較検討する。

その過程で、女性がどのような社会的文脈や

人間関係において、「出生前遺伝学的検査」

を受容するのかについて明らかにする。 

 

３．研究の方法 

まず、各社会における NIPT の導入過程に

おける社会的言説を明らかにするために、日

本・韓国・台湾の主要新聞を対象に「出生前

遺伝学的検査」に関する記事分析を行った。

新聞記事は、各社会において議論が盛んにな

っていると想定される時期を検討し、また検

索エンジンで記事が検索可能な時期を各々

設定し、検索・分析を行った。 

次に、各社会の「出生前遺伝学的検査」の

規制状況などを踏まえて、NIPT 関連のステー

クホルダー30 名を対象にインタビュー調査

を実施した。加えて、これまでの一般市民へ

の「出生前遺伝学的検査」の受検についての

考え方について実施したインタビュー調査

の結果と比較検討を行った。 

 

４．研究成果 

（１）日本・韓国・台湾の新聞記事に表れた

NIPT の論点 

 

日本では、NIPT を 2013 年 4 月から臨床研

究として開始するに当たり、2012 年からマス

コミを中心に報じられるようになったこと

から、2012 年 4月 1日から 2016 年 9月 30 日

までを検索対象とした。また、日本の主要新

聞である讀賣新聞、朝日新聞、毎日新聞、日

本経済新聞を対象に NIPT 関連の記事を分析

した。その結果、NIPT に関する記事（n=628）

のうち、「疾患の有無の確定後」に関する内

容が 52％、「NIPT を受診する前の課題」につ

いての内容が 34％、「受診から疾患の有無の

確定まで」の内容や、「全過程を通じた課題」

についての内容が、各７％となっていた（図

１）。 

とくに、「疾患の有無の確定後」における内

容では、真陽性の場合における妊娠を継続す

るか否かについての内容が中心をなしてお

り、NIPT を受診する前の課題としては、適切

なカウンセリングの重要性が強調されてい

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 日本の主な新聞記記事にみられる 

NIPT の内容 

 

韓国では、NIPT 関連記事が掲載されはじめ

 



た 2011 年 1 月 1 日から 2016 年 4 月 30 日ま

での期間を検索対象とした。京郷新聞、東亜

日報、毎日経済、朝鮮日報、中央日報、ハン

ギョレ、韓国経済、韓国日報を対象に NIPT

関連記事（n=53）を抽出し分析を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 韓国の主要新聞記事にみられる 

NIPT の内容 

 

NIPT関連記事は、「新技術」の紹介が91％、

妊婦の血液の海外流出への懸念が 9％であっ

た（図２）。記事内容のほとんどが「新技術」

における「経済効果」、「市場拡大」と結びつ

けられていた。また、技術の精度や紹介が主

であり、受検者とその家族への遺伝カウンセ

リングや倫理的な論点について見出すこと

ができなかった。 

台湾の新聞記事の対象として、NIPT 関連記

事が掲載されはじめ時期や、主要新聞の記事

検索が可能な期間を考慮した。その結果、

2011年 1月 1日から2016年 9月 30日までの

聯合報、蘋果日報、中國時報を対象に、NIPT

関連の記事（n=57）を分析した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 台湾の主要新聞記事にみられる 

   NIPT の内容 

 

台湾における NIPT 関連の記事は、「新技術」

の紹介が 74％、ビジネスが 24％、受検への

心理的葛藤が 2％となっていた（図３）。また、

「新技術」として紹介しながら自費による支

払いとなることからコストの高さも指摘さ

れていた。 

 

（２）「出生前遺伝学的検査」の受検につい

て 

 

 日本・韓国・台湾では、出生前遺伝学的検

査について、妊娠の維持判断をするうえで有

用であるという共通の認識がみられた。また、

日本では、受検するかどうかという選択の段

階で葛藤をするケースがみられたが、韓国や

台湾では、出生前検査はルーチン化されおり、

受検を迷うことはあまりみられなかった。 

出生前検査後の決断への態度では、日本で

は、「育てるのは自分」、「子どもを産むから

切実な思いがある妻の決断に従う」など、育

児責任を負う女性の意見が重んじられてい

たが、韓国や台湾では、個人の自由で判断せ

ずに家族と相談するという違いを見せた。ま

た、異常が見つかった場合は、判断が難しい

とされながらも韓国や台湾では、本人や家族

の心的苦労、社会的差別、経済的負担がある

ために、障がいの予防検査が必要だという認

識をもっていた。 

また、韓国や台湾では、NIPT は「新技術」

として医師から勧められると、利用者である

妊婦側はあまり抵抗なく受検していること

が明らかになった。提供側は、「新技術」と

しての NIPT をいかに速やかに社会に取り入

れ、普及させるかに力を注いでいた。 

 

以上でみられるように、日本・韓国・台湾

の各社会において NIPT をどのように位置づ

けているのかが見て取れる。日本では、NIPT

を臨床研究として実施することで、韓国や台

湾に比べ検査の導入に慎重に受容していく

態度をみせている。ただ、NIPT がもっている

技術の潜在力やそれに伴う倫理的な議論に

は至っていない。 

韓国や台湾では、共通して NIPT を新ビジ

ネスとして捉えており、利用する側のひとり

 

 



ひとりに生じ得る葛藤や倫理的配慮には注

目していない。 

このような各社会での「新技術」の受容態

度と、利用者の受検への選択態度は無関係で

はない。各社会で自明化されている「子ども

をもつ」ことへのジェンダー言説と合わせて、

分析をさらに進めている。今後、東アジア共

通の課題を共有していくための情報発信の

準備をしている。 
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